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１ ．�「 P C F A  ×  Z O K EI � I nt er n ati o n al� E x c h a n g e � � Art �

E x hi biti o n �」 に つ い て

　 2 0 2 4 年 ６ 月 に 、 イ ン ド の 総 合 大 学  P a cifi c  A c a d e m y  of 

Hi g h e r E d u c ati o n a n d R e s e a r c h U ni v e r sit y （ 以 下  P A H E R ）

内 の 美 術 カ レ ッ ジ  P a cifi c  C oll e g e  of  Fi n e  A r t s （ 以 下 

P C F A ） と 、 筆 者 が 所 属 す る 九 州 産 業 大 学 造 形 短 期 大 学 部

（ Z O K E I ）  と  の  国  際  交  流  美  術  展 「 P C F A  ×  Z O K E I 

I n t e r n a ti o n al  E x c h a n g e  A r t  E x hi bi ti o n （ 以 下 P C F A ×

Z O K E I  展 ） 」 を 実 施 し た 。 九 州 産 業 大 学 内 の 多 目 的 ホ ー ル

「 グ ロ ー バ ル プ ラ ザ 」 に て 、 2 0 2 4 年 ６ 月 1 2 日 〜 1 8 日 ま で 催

さ れ た 。

　 ま た 、 展 覧 会 期 間 中 に は  P C F A  の  R aj e s h K u m a r Y a d a v

教 授 （ 以 下  R aj e s h  教 授 ） が 来 日 し 、 筆 者 の 受 け 持 つ 授 業

内 に お い て 、 ワ ー ク シ ョ ッ プ を 実 施 し て 頂 い た 。

　 ワ ー ク シ ョ ッ プ で は 彼 の 最 も 得 意 と す る 、 紙 と 樹 脂 系 の

メ デ ィ ウ ム を 活 用 し た 、 ミ ク ス ト メ デ ィ ア （ Mi x e d 

m e di a ） に つ い て の 制 作 実 演 を 行 っ た 。 イ ン ド の ア ー テ ィ

ス ト の 作 品 制 作 や 、 制 作 上 の コ ン セ プ ト に 触 れ た 事 は 、 本

学 の 学 生 に と っ て 得 難 い 経 験 と な っ た の で は な い か と 考 え

る 。

２ ．�「 P C F A × Z O K EI � I nt er n ati o n al� E x c h a n g e � Art �

E x hi biti o n 」 の 出 品 作 品 に つ い て

　 P C F A  ×  Z O K E I  展 は 九 州 産 業 大 学 造 形 短 期 大 学 部 か ら

は 、 教 員 ３ 名 、 学 生 ８ 名 が 出 品 し 、 P C F A  か ら は 教 員 ５ 名 、

学 生 は 2 1 名 が 出 品 し た 。

　 P C F A は 総 合 大 学 P a ci fi c A c a d e m y of Hi g h e r E d u c ati o n 

a n d  R e s e a r c h  U ni v e r sit y  を 母 体 に 、 2 0 2 2 年 に 立 ち 上 げ ら

れ た 新 し い 美 術 カ レ ッ ジ で あ る 。

　 既 に 『 九 州 産 業 大 学 造 形 短 期 大 学 部  紀 要  第 4 5 号 』
1
に て

触 れ た 様 に 、 今 回 の 交 流 展 に 先 駆 け て 筆 者 は 2 0 2 3 年 に 、 イ

ン ド P C F A で 催 さ れ た 国 際 ア ー ト イ ベ ン ト に 招 待 作 家 と

し て 参 加 し た 。 そ の 際 に 触 れ 合 っ た P C F A の 一 部 の 学 生

と は 、 以 後 も S N S 等 の メ ッ セ ン ジ ャ ー ア プ リ 等 で 、 作 品

の 講 評 を 求 め ら れ 回 答 す る な ど 、 交 流 を 続 け て き た 。 今 回

の P C F A × Z O K E I 展 で は 、 ス マ ホ や P C の デ ィ ス プ レ イ

を 通 し て し か 見 る 事 が 出 来 な か っ た 彼 ら の 作 品 を 、 直 接 見

る 事 が 出 来 た 事 を 嬉 し く 思 っ て い る 。

　 以 下 に 記 録 と し て 、 P C F A  の キ ャ プ シ ョ ン 情 報 を 記 載 す

る 。 各 項 目 は 、 上 か ら 、 製 作 者 名 、 作 品 画 像 、 タ イ ト ル 、

寸 法 、 技 法 及 び 支 持 体 の 順 に 掲 載 し た 。

展 覧 会 フ ラ イ ヤ ー

展 覧 会 の 様 子

ワ ー ク シ ョ ッ プ の 様 子
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「 VI W E 」

4 6 x 4 6i n c h

Di git al a rt

「 J O T TI N G 1 」

1 4 × 1 4i n c h

P e n & D r a wi n g

「 KI N E TI C MI N D 」

2 4 × 1 8i n c h

A c r yli c o n p a p e r M a c h e r eli ef

「 L A N D S C A R E 」

2 4 × 1 6i n c h

W A T E R C O L O U R

・ 教 員 作 品

１ 、 R A J E S H K U M A R Y A D A V ３ 、 G A U R A V S H A R M A

４ 、 B H A S K A R C H O W D H A R Y

２ 、 G O P A L P R A S A D Y A D A V
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「 F L O W O F LI F E 」

3 1. 5 × 3 1. 5i n c h 

A c r yli c

「 Li v e P o rt r ait 」

1 6. 5 × 1 2i n c h

C h a r c o al

５ 、 M A N M E E T K O U R S A L U J A

６ 、 D A NI E L C O N N E L L  A U S T R A LI A

・ 学 生 作 品

・ 修 士 課 程 ２ 年 生

１ 、 C H A N D A N SI N G H B A G H E L

1- 1

1- 2

「 H o r m o n y of H e rit a g e 」

3 0 × 4 8i n c h

C h a r c o al

「 G a n g a G h at 」

3 0 × 4 8i n c h

C h a r c o al

「 T h e e y e s e ri e s 」

2 4 × 2 4i n c h

Oil o n C a n v a s

２ 、 RI D D HI G A R G
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「 T h e F a c e s 」

2 4 × 2 4i n c h

Mi x - m e di u m

「 A P o rt r ait of I n n o c e nt gi rl 」

2 4 × 3 6i n c h

Mi x - m e di u m

３ 、 R A J N A N D A NI M E E N A

４ 、 P RI Y U L M E N A RI Y A

・ 修 士 課 程 １ 年 生

５ 、I S HI T A J AI N

「 P u s h p a m 」

1 2 × 1 2i n c h 、 1 2 × 1 2i n c h 、 1 2 × 1 2i n c h

A c r yli c o n C a n v a s 

「 U ni v e r s al R a m a 」

2 8 × 2 2i n c h

F a b ri c c oll a g e

６ 、 SI S O DI A R A N VI R K U M A R SI T A R A M
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・ 学 士 過 程 ２ 年 生

７ 、 C H E T A N P U RI G O S W A MI

「 T h e L a d y wit h lil y 」

2 3 × 1 6i n c h

W o o d c ut p ri nt

「 U ntitl e d 」

1 2 × 1 6i n c h

A c r yli c & Oil o n C a n v a s

８ 、 K R A TI A G R A W A L

「 T o w e r of S c r at c h 」

2 0 × 2 0i n c h

A c r yli c o n C a n v a s

「 T h e L o w 」

1 8 × 1 4i n c h

W o o d c ut p ri nt

９ 、 M A M T A S O L A N KI

1 0 、 P R A B H A V C H H A J E D
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「 S C O R E R 」

2 0 × 2 0i n c h

W o o d c ut p ri nt

1 2 、 VI S H A K H A

「 S u bli m e S h a d e s 」

1 5 × 1 2i n c h

A c r yli c o n C a n v a s

「 D a n ci n g L a d y 」

1 8 × 1 4i n c h

A c r yli c & cl a y o n C a n v a s

1 1 、 V E D A N T S O NI 1 3 、 J A D D H A P A R M E S H W A RI S H R A V A N K U M A R
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・ 学 士 過 程 １ 年 生

1 4 、 DI V Y A P A N W A R

「 F o ot p ri nt s 」

1 8 × 1 3i n c h

W o o d c ut p ri nt

「 St at u e 」

1 8 × 1 4i n c h

C h a r c o al

「 N A T A R A J 」 

5 0 × 2 4i n c h

A c r yli c o n C a n v a s

1 5 、 M A H A K P A N D O R

1 7 、 M A NI S H A J A N GI D

「 T h e L a d y i n R e d 」

6 × 6i n c h 、 1 2 × 1 2i n c h 、 6 × 6i n c h

Oil o n C a n v a s

1 6 、 M A RI Y A H U Z AI F A B A N D O O K W A L A
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３ ．� 特 別 講 演 「 A B O U T � I N DI A N� A R T � & � M E 」 に つ

い て

　 P C F A の R aj e s h 教 授 に は 、 P C F A × Z O K E I 展 の 開 催 か

ら 遡 る 2 0 2 4 年 １ 月 1 0 日 に も 、 筆 者 が 担 当 す る 講 義 の 中 で 、

Z O O M を 利 用 し た ウ ェ ビ ナ ー 形 式 で の 特 別 講 演 を 実 施 し

て 頂 い た 。 本 ウ ェ ビ ナ ー は 英 語 に よ っ て 実 施 さ れ た 為 、 日

本 語 へ の リ ア ル タ イ ム 逐 次 通 訳 を  N H K  グ ロ ー バ ル メ デ ィ

ア サ ー ビ ス に 依 頼 し た 。

　 こ の 特 別 講 演 は 「 A B O U T I N DI A N A R T & M E 」 と 題 し 、

イ ン ド の 美 術 家 の 大 学 院 ま で の 修 学 状 況 、 ま た そ の 後 の 就

職 や 並 行 し た ア ー テ ィ ス ト 活 動 な ど の 実 体 験 を 、 R aj e s h

教 授 ご 自 身 の 経 歴 を 踏 ま え な が ら 、 分 か り や す く 解 説 し て

頂 い た 他 、 筆 者 か ら 依 頼 す る 形 で 、 「 イ ン ド の 現 代 ア ー ト

と デ ザ イ ン 」 に つ い て も 講 演 の 中 で 概 論 的 に 触 れ て 頂 い た 。

　 そ の 中 で  R aj e s h  教 授 が 注 目 す べ き 現 代 美 術 家 と し て 挙

「 T h e H a m pi 」

4 8 × 3 0i n c h

A c r yli c o n C a n v a s

1 8 、 S A N S K A R P A N W A R

「 H E RI T A G E 」

1 2 × 1 2 i n c h

A c r yli c C a n v a s

1 9 、 V A N DI T S A L VI 

「 P o rt r ait 」

2 4 × 1 6i n c h

C h a r c o al

2 0 、 VI K A S S E N

実 際 に ウ ェ ビ ナ ー に て 使 用 し た 資 料
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げ て い た イ ン ド の 美 術 家 は 、 テ ィ エ ブ ・ メ ー タ （ T a y e b 

M e ht a ） 、 S ・ H ・ ラ ザ （ S a y e d  H ai d e r  R a z a ） 、 M ・ F ・ フ

セ イ ン （ M a q b o ol  Fi d a  H u s ai n ） 、 ア ニ ッ シ ュ ・ カ プ ー ア

（ A ni s h  K a p o o r ） 、 ア ム リ タ ・ シ ェ ー ル ＝ ギ ル （ A m ri t a 

S h e r- Gil ） 、 ア ル パ ナ ・ カ ウ ル （ A r p a n a  C a u r ） 、 ナ リ ニ ・

マ ラ ニ （ N ali ni M al a ni ） と い っ た 、 ７ 名 の 芸 術 家 で あ っ た 。

　 次 項 か ら は 『 T h e Hi st o r y of I n di a n A rt 』
2
の 記 述 や 、 彼

ら に つ い て 触 れ た ウ ェ ブ サ イ ト の 内 容 を 手 掛 か り に 、

R aj e s h 教 授 が 紹 介 し た イ ン ド の モ ダ ン ア ー テ ィ ス ト の 内 、

そ の 先 駆 者 と し て テ ィ エ ブ ・ メ ー タ と  M ・ F ・ フ セ イ ン を 、

そ し て 彼 ら の 創 設 し た 先 駆 的 美 術 団 体 ボ ン ベ イ ・ プ ロ グ

レ ッ シ ブ ・ ア ー テ ィ ス ト ・ グ ル ー プ に つ い て 述 べ 、 次 い で

日 本 で 紹 介 さ れ た イ ン デ ィ ア ン ・ モ ダ ン の 一 例 と し て 、 タ

ゴ ー ル 兄 弟 を 、 そ し て 最 後 に 2 0 2 3 年 に 日 本 の 国 際 賞 を 受 賞

し た 女 性 美 術 家 ナ リ ニ ・ マ ラ ニ に つ い て 触 れ 、 イ ン ド の モ

ダ ン か ら 現 代 の ア ー ト に つ い て 理 解 を 深 め て い き た い 。

４ ． イ ン ド の モ ダ ン ア ー テ ィ ス ト 達

4- 1 ． テ ィ エ ブ ・ メ ー タ �（ T a y e b �M e ht a ） に つ い て

　 『 T h e Hi st o r y of I n di a n A rt 』
3
の テ ィ エ ブ ・ メ ー タ （ T a y e b 

M e h t a 、 1 9 2 5 〜 2 0 0 9 ） の 項 に 目 を 通 す と 、 テ ィ エ ブ ・ メ ー

タ は 、 「 J. J. 美 術 学 校
4
で 学 位 を 取 得 し 、 そ の 後 イ ギ リ ス で

高 等 教 育 を 受 け 、 そ の 後 ロ ッ ク フ ェ ラ ー 奨 学 金 を 得 て ア メ

リ カ に 渡 る 。 帰 国 後 、 シ ャ ン テ ィ ニ ケ タ ン （ イ ン ド 東 部 、

西 ベ ン ガ ル 州 ） に 留 っ た 。
3
」 と あ り 、 続 け て 「 J. J. （ 美 術

学 校 ） で フ ラ ン シ ス ・ ベ ー コ ン や パ ウ ル ・ ク レ ー な ど の 芸

術 家 を 紹 介 さ れ 、 彼 の 芸 術 ス タ イ ル は 発 展 し た 。
3
」 と 、

彼 が イ ン ド の ム ン バ イ で 画 学 生 を し て い た 時 分 か ら 、 ヨ ー

ロ ッ パ の モ ダ ン 絵 画 に 触 れ て い た 事 が 伺 え る 。

　 ま た 続 け て 、「 彼 の 絵 画 の テ ー マ に は 、「 リ ク シ ャ ワ ラ （ リ

ク シ ャ ［ ＝ 三 輪 の 自 転 車 型 人 力 車 ］ を こ ぐ 人 々 の 意
5
） 」 、

「 カ ー リ ー （ 原 文  K a ali 、 イ ン ド の 女 神 ） 」 、「 マ ヒ シ ャ ス ラ （ サ

ン ス ク リ ッ ト 語 、 M a hi s h （ バ ッ フ ァ ロ ー ）a s u r a （ 悪 神 ） ） 」

な ど が あ る
3
」 と さ れ 、 イ ン ド の 風 俗 、 善 神 、 悪 神 と 主 題

を 限 定 せ ず 、 表 現 の 射 程 を 広 く 設 定 し て い る 事 が 分 か る 。

　 ま た こ の う ち 「 マ ヒ シ ャ ス ラ 」 シ リ ー ズ の １ 作 は 「 2 0 0 6

年 に ニ ュ ー ヨ ー ク の ク リ ス テ ィ ー ズ オ ー ク シ ョ ン で 1 5 8 万

ド ル と い う 高 値 で 落 札 さ れ
3
」 、 こ れ の 件 が 彼 の 国 際 的 な 知

名 度 を 引 き 上 げ る こ と に 大 き く 寄 与 し た 。

　 ま た 『 T h e Hi st o r y of I n di a n A rt 』 の テ ィ エ ブ ・ メ ー タ

の 項
3
で 興 味 深 い の は 、 「 マ ヒ シ ャ ス ラ 」 シ リ ー ズ に 関 わ ら

ず 「 彼 の 一 連 の 絵 画 の 特 徴 は 、 さ ま ざ ま な 角 度 か ら 描 か れ

た 動 物 の レ イ ア ウ ト で あ る
3
」 と さ れ る 事 で あ る 。

　 こ の 様 な 多 視 点 絵 画 は 、 ヨ ー ロ ッ パ 美 術 の 文 脈 で は 、 セ

ザ ン ヌ に 始 ま り 、 ブ ラ ッ ク や ピ カ ソ に よ っ て キ ュ ビ ズ ム 、

以 降 抽 象 表 現 主 義 と し て 展 開 さ れ て い く 。

　 テ ィ エ ブ ・ メ ー タ の 絵 画 は 、 多 視 点 に よ る 絵 画 的 レ イ ア

ウ ト の 再 構 成 と い う 意 味 で キ ュ ビ ズ ム 的 だ が 、 色 や 形 象 は

フ ォ ー ビ ズ ム の マ テ ィ ス 的 で あ る 。 ピ カ ソ の 「 ア ビ ニ ョ ン

の 娘 た ち 」 が 1 9 0 7 年 、 マ テ ィ ス の 「 ダ ン ス （ Ⅱ ） 」 が 1 9 1 0

年 に 描 か れ て お り 、 そ こ か ら 凡 そ 3 0 年 後 の イ ン ド で は 、 フ

ラ ン ス の 抽 象 絵 画 は 近 代 的 な 絵 画 表 現 と し て 、 先 駆 的 な イ

ン ド の ア ー テ ィ ス ト の 中 で 受 容 さ れ て い た 事 が 伺 え る 。

　 「 ス ト ロ ー ク で 区 切 ら れ た 形 、 色 彩 効 果 を 完 璧 に 引 き 出

す 空 間 配 置 、 人 間 の 存 在 を 分 け る 斜 め の 線 、 こ れ ら す べ て

が 彼 の 作 品 の 特 徴 な の だ
2
」 。

4- 2 ． M ・ F ・ フ セ イ ン （ M a q b o ol �Fi d a �H u s ai n ） に つ い て

　 続 け て テ ィ エ ブ ・ メ ー タ と 関 係 の 深 い  M ・ F ・ フ セ イ ン

（ M a q b o ol  Fi d a  H u s ai n 、 1 9 1 5 〜 2 0 1 1 ） に つ い て も 『 T h e 

Hi st o r y of I n di a n A rt 』 の 記 述
6
を 参 考 に 理 解 を 深 め て 行 き

た い 。 『 T h e  Hi st o r y  of  I n di a n  A rt 』 に よ る と 、 フ セ イ ン

は マ ハ ー ラ ー シ ュ ト ラ 州 の 都 市 「 ソ ー ラ ー プ ル
7
で 生 ま れ 、

イ ン ド ー ル の 美 術 学 校 で 美 術 を 学 ん だ 。 そ の 後 、 途 中 で 学

業 を 断 念
6
」 し 、 そ の 後 は 同 州 の 州 都 ム ン バ イ で 「 最 初 は

映 画 の ポ ス タ ー を 描 い て い た 。 そ の 後 、 独 自 の ス タ イ ル で

制 作 を 始 め た 。
6
」 と あ り 、 「 写 実 的 な も の を 真 似 る の で は

な く 、 直 線 と 曲 線 の ス ト ロ ー ク で 概 念 的 か つ 創 造 的 な ひ ね

り （t wi st ） を 加 え た 。
6
」

　 彼 の 創 作 は 「 現 代 の 技 術 と 媒 体 で 新 し い 実 験 を 続 け 、 肖

像 画 、 風 景 、 動 物 、 公 共 生 活 、 音 楽 、 社 会 的 概 念 に 関 す る

絵 の ほ か 、 宗 教 的 お よ び 政 治 的 な テ ー マ の 絵 を 数 多 く 描 い

た 。
6
」 と 記 載 さ れ る 様 に 絵 画 が 中 心 で は あ っ た が 、 実 験

的 な イ ン ス タ レ ー シ ョ ン 作 品 の 他 、 映 像 作 品 も 多 く 制 作 し

て い る
6
。

　 彼 の 絵 画 表 現 は 「 し っ か り と し た シ ン プ ル な 筆 致 、 爽 や

か で 見 事 な 色 彩 が 彼 の 絵 画 の 特 徴 。 彼 は 油 彩 を 使 っ て 巨 大

な キ ャ ン バ ス に 概 念 的 な 作 品 を 描 い た 。
6
」 と 評 さ れ 、 ま

た 「 彼 の 絵 は マ ト ゥ ラ
8
の 彫 刻 や 細 密 画 （ mi ni at u r e  st yl e ）

の ダ イ ナ ミ ッ ク な 色 彩 に 大 き く 影 響 を 受 け た 様 だ 。
6
」 と

も 述 べ ら れ て い る 。

　 イ ン ド 独 立 後 の 時 代 を 生 き た 彼 ら の 様 な 美 術 家 に と っ て 、

ヨ ー ロ ッ パ モ ダ ン と イ ン ド の 伝 統 的 表 象 を 、 ど の 様 に 関 係

さ せ て い く の か は 大 き な 命 題 で あ っ た の だ 。

4- 3 ． ボ ン ベ イ 「 プ ロ グ レ ッ シ ブ ・ ア ー テ ィ ス ト ・ グ ル ー プ 」

　 イ ン ド の モ ダ ン 絵 画 の 傾 向 を よ り 深 く 知 る た め に 、 こ こ

か ら は 、 テ ィ エ ブ ・ メ ー タ や  M ・ F ・ フ セ イ ン が 関 わ っ た ア ー

ト 団 体 、 ボ ン ベ イ （ 現 ・ ム ン バ イ ） ・ プ ロ グ レ ッ シ ブ ・ ア ー

テ ィ ス ト ・ グ ル ー プ （ 以 下  B P A G ） に つ い て 述 べ て い く 。

　 『 T h e  Hi s t o r y  of  I n di a n  A r t 』  の 「 T h e  P r o g r e s si v e 

G r o u p 」 の 項
9
に  は 「 （  イ  ン  ド  ） 独  立  後  の 5 0  年  代  に  は （  中  略  ）「  モ

ダ ン ア ー ト 」 は 称 賛 さ れ た 。
9
」 と あ り 、 こ の  B P A G  の 創 設

に あ た っ て は 、「 イ ン ド 人 ア ー テ ィ ス ト の ソ ウ ザ
1 0
が 他 の ア ー

テ ィ ス ト と 共 同 で 始 め た 」
8
と さ れ て い る 。 こ の グ ル ー プ に

は R aj e s h 教 授 の 講 演 に お い て も 触 れ ら れ て い た 、 S. H. R a z a
1 1

や  前  出  の M. F. H u s ai n の  他 、 K ri s h n aji  A r a 、 S a d a n a n d 

B a k r e 、 H a ri A m b a d a s G a d e  な ど の 画 家 や 彫 刻 家 の 名 が 挙

げ ら れ て い る 。

　 日 本 の 戦 後 の 公 募 展 団 体 が そ う で あ っ た 様 に 、 B P A G  も

「 芸 術 に つ い て の 自 分 た ち の 考 え を 公 然 と 宣 言 」
9
し て い る 。

　 『 T h e  Hi st o r y  of  I n di a n  A rt 』 に 記 載 さ れ た 、 B P A G  の

提 示 し た 原 則
9
を 概 略 す る と 「 さ ま ざ ま な テ ー マ 、 技 法 、

メ デ ィ ア に つ い て 完 全 に 自 由 で 、 制 限 し な い 」  、 「 多 様 な
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芸 術 を 統 合 す る 」 「 強 調 的 で 大 胆 な 筆 致 を 使 用 し 、 さ ま ざ

ま な 形 や 形 状 を 歪 曲 す る 」 と あ り 、 逆 説 的 に イ ン ド の 従 来

の 美 術 表 現 が 「 限 定 的 で 制 限 さ れ 」 、 「 各 表 現 領 域 に 分 け ら

れ 」 、 「 抑 制 的 で 丹 精 、 現 実 の 形 態 に 即 し た 」 も の が 主 流 で

あ っ た 事 が 類 推 さ れ る 。 実 際 に 「 ア ジ ャ ン タ ー 石 窟 群 」 の

壁 画 な ど を 見 る と 、 こ の 様 な イ ン ド の 伝 統 美 術 の 傾 向 を 伺

い 知 る 事 が 出 来 る 。

　 B P A G  活 動 期 間 は ３ 年 程 度
1 2
だ が 、 彼 ら の 目 指 し た 「 芸

術 の 統 合 」 は イ ン ド の モ ダ ン ア ー テ ィ ス ト に と っ て 、 基 本

的 な 指 針 と な っ て い る 様 に 思 え る 。

4- 4 ． タ ゴ ー ル 兄 弟 に つ い て

　 こ の 様 な イ ン デ ィ ア ン ・ モ ダ ン の 表 現 傾 向 は 、 日 本 で は

東 京 国 立 近 代 美 術 館 が 企 画 展 「 ア ジ ア の キ ュ ビ ス ム ： 境 界

な き 対 話 」
1 3
の 中 で も 紹 介 さ れ て お り 、 そ こ で は ガ ガ ネ ン

ド ラ ナ ー ト ・ タ ゴ ー ル （ G a g a n e n d r a n a t h  T a g o r e 、 1 8 6 7

〜 1 9 3 8 ） が 「 1 9 2 0 年 代 に イ ン ド で 初 め て キ ュ ビ ス ム や 未 来

派 の 様 式 を 取 り 入 れ た 画 家
1 3
」 と し て 紹 介 さ れ て い る 。

　 『 T h e  Hi st o r y  of  I n di a n  A rt 』 に も タ ゴ ー ル に つ い て 記

載
1 4
が あ り 、 「 ア カ デ ミ ッ ク な 芸 術 を 学 ん だ わ け で は な く 、

兄 の ア バ ニ ン ド ラ ナ ー ト ・ タ ゴ ー ル （ A b a ni n d r a n a t h 

T a g o r e 、 1 8 7 1 〜 1 9 5 1 ） か ら 絵 画 の 訓 練 を 受 け 、 独 学 で 芸

術 家 に な っ た 。
1 4
」 と 解 説 さ れ て い る 。 兄 の ア バ ニ ン ド ラ ナ ー

ト と 共 に 「 O ri e nt al A rt S o ci et y  を 創 設 し
1 4
」 、「 ア ジ ャ ン タ ー

石 窟 群 か ら イ ン ス ピ レ ー シ ョ ン を 得 た 、 国 粋 主 義 的 な イ ン

ド 美 術
1 5
」 を 主 張 し て い る 。

　 タ ゴ ー ル 兄 弟 は 親 戚 に 著 名 な 詩 人 ラ ビ ン ド ラ ナ ー ト ・ タ

ゴ ー ル （ 1 8 6 1 〜 1 9 4 1 ）  が い る 。 彼 は 岡 倉 天 心 ら と も 関 わ り

が あ っ た と さ れ 、 日 本 に も 縁 が あ る 芸 術 家 で あ る 。

　 そ の 影 響 か ら か 、 弟 の ガ ガ ネ ン ド ラ ナ ー ト は 「 当 初 は 文

学 に 強 い 関 心 を 持 っ て
1 4
」 お り 、 そ の 後 兄 か ら 絵 の 教 え を

受 け 「 3 8 歳 で 絵 を 描 き 始 め た
1 3
」 。 兄 の ア バ ニ ン ド ラ ナ ー ト

が 、 淡 色 の 表 現 を 得 意 と し た 事 に 対 し 、 弟 の ガ ガ ネ ン ド ラ

ナ ー ト は 「 ほ と ん ど の 絵 に は 濃 い 色 を 使 っ て い る 。
1 4
」

　 タ ゴ ー ル 兄 弟 は 「 ベ ン ガ ル ・ ル ネ サ ン ス 運 動 の 中 心 的 人

物 と し て の 役 割 を 果 た し た 。
1 4
」

4- 5 ． ナ リ ニ ・ マ ラ ニ �（ N ali ni �M al a ni ） に つ い て

　 こ こ か ら は 日 本 の 国 際 賞 を 受 賞 し た 女 性 美 術 家 ナ リ ニ ・

マ ラ ニ （ N ali ni M al a ni 、 1 9 4 6 〜 ） に つ い て 触 れ て い く 。

　 ナ リ ニ ・ マ ラ ニ は 2 0 2 3 年 に 、 科 学 や 技 術 、 思 想 ・ 芸 術 の

分 野 に 大 き く 貢 献 し た 人 々 に 贈 ら れ る 日 本 発 の 国 際 賞 「 京

都 賞 （ 第 3 8 回 ）
1 8
」 を 受 賞 し て い る 。 筆 者 の 住 む 福 岡 に も

彼 女 の 作 品 を 収 蔵 し た 美 術 館
1 9
が あ り 、 親 し み を 感 じ て い る 。

　 ナ リ ニ は イ ギ リ ス 領 イ ン ド 帝 国 カ ラ チ （ 現 在 の パ キ ス タ

ン ） に 生 ま れ 、 １ 歳 の 頃 に は イ ン ド ・ パ キ ス タ ン 分 離 独 立

時 に 難 民 と し て イ ン ド に 逃 れ た 。 前 述 の B P A G が 結 成 さ

れ た の が 丁 度 こ の 頃 な の で 、 彼 ら か ら す る と 、 彼 女 は ず い

ぶ ん 後 輩 で あ る 。

　 そ の 後 ム ン バ イ で 美 術 を 学 ぶ が 、 彼 女 が 通 っ た の は 前 述

の テ ィ エ ブ ・ メ ー タ と 同 じ J. J.  美 術 学 校 で あ っ た 。
2 0
1 9 6 9 年

に 同 大 で 学 士 号 を 取 得 し 、 そ の 後 数 年 間 ム ン バ イ に ス タ ジ

オ を 構 え 、1 9 7 0 年 か ら 7 2 年 に パ リ に 留 学 、1 9 8 5 年 に は デ リ ー

で 初 の イ ン ド 人 女 性 ア ー テ ィ ス ト の み に よ る 展 覧 会 を 企 画

し 、 1 9 8 7 〜 8 9 年 に 掛 け て 巡 回 展 を 主 導 ・ 開 催 し た 。
1 8

　 1 9 8 9 年 に は 米 国 へ の 渡 航 と 仕 事 の た め の 助 成 金 を 受 け
1 8
、

2 0 0 2 年 に は ニ ュ ー ヨ ー ク の 新 現 代 美 術 館 に て 海 外 美 術 館 で

の 初 個 展 、 2 0 0 7 年  第 5 2 回 ヴ ェ ネ ツ ィ ア ・ ビ エ ン ナ ー レ 、

2 0 1 2 年  第 1 3 回 ド ク メ ン タ と 輝 か し い 実 績 を 重 ね 、 2 0 1 3 年

に は 福 岡 ア ジ ア 文 化 賞 の 芸 術 ・ 文 化 賞 を 受 賞
2 1
し た 。

　 彼 女 の 作 品 世 界 は 「 イ ン ド 亜 大 陸 の 近 現 代 史 と 向 き 合 い 、

映 像 と 絵 画 を 組 み 合 わ せ た 大 が か り な 空 間 造 形 を 通 し て 、

宗 教 対 立 や 戦 争 、 女 性 へ の 抑 圧 、 環 境 破 壊 な ど 、 今 日 的 か

つ 普 遍 的 な テ ー マ を 追 求 （ 2 0 1 3 福 岡 ア ジ ア 文 化 賞 ）
2 1
」 や 「  抑

圧 に 苦 し む 「 声 な き 者 の 声 」 を 多 く の 人 々 に 届 け よ う と す

る 意 志 に 満 ち た 作 品 を 生 み 出 し て き た 。 ま た 、 非 欧 米 圏 の 、

特 に 女 性 の 社 会 進 出 が 難 し い 地 域 出 身 の ア ー テ ィ ス ト と し

て 、 世 界 的 に 活 動 し て き た 先 駆 者 の 一 人 で あ り 、 2 0 世 紀 末

か ら 3 0 年 以 上 続 く 美 術 の 「 脱 中 心 化 」 の 推 進 力 と な っ て き

た 。 （ 2 0 2 3 京 都 賞 ）
1 8
」 と い っ た 様 に 評 さ れ て い る 。

　 筆 者 が 彼 女 の 作 品 を 初 め て 見 た の は 、 2 0 年 以 上 前 の 学 生

の 時 分 に 、 福 岡 ア ジ ア 美 術 館 で の 企 画 展 で あ っ た か と 思 う 。

複 数 の キ ャ ン パ ス を 繋 げ た 横 長 の 連 作 「 略 奪 さ れ た 岸 辺

（ D e s p oil e d  S h o r e ） 」
2 2
は 、 キ ャ プ シ ョ ン を 読 む ま で も な く 、

彼 女 の 人 生 の 苦 悩 と 思 索 を 筆 者 に 直 観 さ せ た 。

　 「 略 奪 さ れ た 岸 辺 （ D e s p oil e d  S h o r e ） 」 の 表 現 そ れ 自 体

は け し て 写 実 的 ・ 技 巧 的 で は な く 、 情 動 的 で 象 徴 的 で あ る 。

ナ リ ニ ・ マ ラ ニ の 脳 裏 の イ メ ー ジ を 、 そ の ま ま 出 力 し た 様

な 画 面 上 の 形 態 は 、 ア ク リ ル 絵 の 具 で 描 か れ て い る に も 関

わ ら ず 、 チ ョ ー ク や パ ス テ ル を 彷 彿 さ せ る 素 朴 さ に 満 ち て

い る 。

　 そ の 率 直 さ が 、 彼 女 自 身 の 人 生 の 苦 悩 そ し て 、 人 類 史 に

お け る 声 な き 者 の 悲 愴 を 、 我 々 に 訴 え か け る の で あ る 。

　 生 ま れ て す ぐ に 難 民 と し て 育 ち 、 困 窮 す る 中 で も 学 問 に

励 み 数 々 の 奨 学 金 を 自 ら の 力 で 掴 み 、 ア カ デ ミ ズ ム を 身 に

つ け 、 そ こ か ら の 展 開 を 模 索 し て き た 、 彼 女 の 生 き 様 は 偉

大 で あ り 、 こ れ か ら も 芸 術 表 現 を 通 し て 、 我 々 に 示 唆 を も

た ら す の だ 。

５ ． ま と め

　 P C F A  そ し て  R aj e s h  教 授 の 協 力 に よ り 、 講 義 や 国 際 交

流 展 を 通 し て 、 日 本 で は あ ま り 馴 染 み の 無 い イ ン ド 美 術 の

現 在 を 知 る 事 が 出 来 た が 、 本 研 究 ノ ー ト で は 、 そ こ か ら 興

味 を 広 げ る 形 で 、 イ ン ド の モ ダ ン ア ー ト の 状 況 を 眺 め て

い っ た 。

　 執 筆 の 過 程 で  R aj e s h  教 授 に  B P A G  と そ の 周 辺 に つ い て 、

い く つ か メ ー ル に て 質 問 を 行 っ た が 、 そ の 中 で 「 J. J  美 術

学 校 は 英 国 統 治 時 代 に 開 校 し た ４ つ の 大 学 の う ち の １ つ で 、

プ ロ グ レ ッ シ ブ  ア ー テ ィ ス ト  グ ル ー プ 出 身 の ア ー テ ィ ス

ト の ほ と ん ど が 英 国 の 教 育 傾 向 に 反 対 の 声 を 上 げ て い た 。

し か し 一 方 で 、 そ の 時 期 に ベ ン ガ ル で も 、 ハ ヴ ェ ル と と も

に 、 ラ ビ ン ド ラ ナ ー ト ・ タ ゴ ー ル が イ ン ド 側 の 美 術 教 育 に

新 し い 形 を 与 え 、 後 に 現 代 美 術 史 と し て 知 ら れ る よ う に

な っ た イ ン ド の 伝 統 美 術 と 組 み 合 わ せ た 新 し い 実 験 を 行 っ

2 1� 木 森 圭 一 郎 ： 国 際 交 流 美 術 展 「 P C F A  ×  Z O K EI �I nt e r n ati o n al�E x c h a n g e �A rt �E x hi biti o n 」 と イ ン ド の モ ダ ン ア ー ト に つ い て



た 。 」 と の 回 答 を 得 た 。

　 今 後 は  R aj e s h  教 授 か ら 示 唆 さ れ た 「 英 国 統 治 時 代 に 開

校 し た ４ つ の 大 学 」 の 教 育 の 内 容 や 、 タ ゴ ー ル 兄 弟 が

O ri e n t al  A rt  S o ci e t y  や そ の 周 辺 で 行 っ た で あ ろ う 「 イ ン

ド の 伝 統 美 術 と 組 み 合 わ せ た 新 し い 実 験 」 に つ い て 研 究 を

進 め た い 。 そ れ は 単 に イ ン ド の モ ダ ン ア ー ト 史 を 知 る と い

う 事 だ け で な く 、 P C F A  や  R aj e s h  教 授 と い っ た 現 代 の イ

ン ド 美 術 へ の 理 解 を 深 め る 事 に 繋 が る の だ 。
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